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２㹆２㸶 

調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽとしてのᶆ‽策定プロセス 

̿㐺合性ヨ験仕様に╔目して̿ 

 
 （徳田雄㸦❧㤋大学ۑ

 

 
࠙ᴫ要ࠚ 
本報告の目的は、」㞧な〇ရࢩステ࣒㸦CoPS㸸Complex Product Systems）のᶆ‽インター࢙ࣇイ

ス㸦構ᡂࢩステ࣒間の性ᶆ‽）策定プロセスにおける業間の事๓㸦ex ante）の調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽを

分析することである。分析にあたっては、調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽとしてのᶆ‽インター࢙ࣇイスと、ᶆ‽イン

ター࢙ࣇイスにつ定された仕様を᥇用した〇ရが仕様どおりసられていることを確認するための㐺合

性ヨ験仕様㸦conformance test specification㸸௨ୗ CTSpec）に╔目する。 
調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽとしてのᶆ‽インター࢙ࣇイスには㐺合性ヨ験仕様をともなって、ᶆ‽㐺合ရの㉁を

担保し、「なᕷ場ྲྀᘬ」をಁ㐍することがᮇᚅされている。ただし「なᕷ場ྲྀᘬ」のᐇ現には、

それを可能にする調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽがணめᶆ‽インター࢙ࣇイスにᇙめ㎸まれているᚲ要がある。いかな

る特ᚩをもった調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽが、どのような策定プロセスを⤒てインター࢙ࣇイスにᇙめ㎸まれてい

くのか。その策定プロセスは、ᶆ‽インター࢙ࣇイスの策定を担う機関の࢞バࢼンス࣓カ࣒ࢬࢽによっ

てどのような影響を受けているのか。 
これらのၥにこたえるために、本✏ではᶆ‽インター࢙ࣇイスとして日Ḣのコンࢯーࢩア࣒におい

て策定された㌴㍕通ಙプロトコル FlexRay を分析対象としてྲྀり上ࡆる。そして、日Ḣのコンࢯーࢩア

における࣒ FlexRay の策定プロセスのẚ㍑分析を通じて、 
ձ 事ᚋ㸦ex post）の調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽとしてのᶆ‽インター࢙ࣇイスが、日Ḣのコンࢯーࢩア࣒にお

いていかなる事๓㸦ex ante）の「調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽ」を⤒て策定されているのか、 
ղ 策定されたᶆ‽インター࢙ࣇイスが、いかなる特ᚩをもったものであり、それがいかにして「

なᕷ場ྲྀᘬ」ಁ㐍するのか㸦あるいはしないのか） 
を観察する。観察により、ᢏ⾡的に同じᶆ‽化の対象であったとしても、それを策定する主యの࢞バࢼ

ンス࣓カ࣒ࢬࢽや調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽの㐪いによって、生ᡂされるインター࢙ࣇイスはそれぞれ「異㉁な⾲

情をもった」ものであることが♧၀される。 

 

 
 
࠙報告の流れࠚ 

ձ 自動㌴の㟁子化の㐍展にともなって㌴㍕通ಙプロトコルが自動㌴にᑟධされてきた⫼景と、通ಙ

プロトコルが⊂❧仕様からᶆ‽仕様⛣行していったኚ㑄をゎㄝする。 
ղ ḟୡ代通ಙプロトコルのデࣇクトᶆ‽ FlexRay をྲྀり上ࡆ、コンࢯーࢩア࣒におけるᶆ‽化の
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 。をᴫ観するࡳ⤌ྲྀ
ճ 日Ḣのコンࢯーࢩア࣒をẚ㍑しながら、CTSpec の特ᚩとその策定プロセスのẚ㍑分析を行う。 
մ 日本のコンࢯーࢩア࣒の⤌⧊能ຊに╔目して、CTSpec に調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽがᇙめ㎸まれていくプ

ロセスを明らかにする。 
յ 最ᚋに、ẚ㍑研究から得られた結果を考察し、ᶆ‽インター࢙ࣇイス策定プロセスとコンࢯーࢩ

ア࣒の࢞バࢼンス࣓カ࣒ࢬࢽの関ಀ性について、いくつかの௬ㄝをᥦ♧する。 
 
 
࠙報告の理論的㈉献㸦の可能性ࠚ）  

外部調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽとしてのᶆ‽インター࢙ࣇイスによってもたらされる事ᚋ㸦ex post）の様々な⤒

῭的࣓リットについては、ࣔジࣗラー化のⅬとして〇ရアーキテクチャ論や㐍化ケイパࣅリティ論の

中で豊ᐩな事研究とともに明らかにされてきた。 
しかし、㭯㸦2002）1が㏙ているように、「ࣔジࣗール化」された「アーキテクチャ」をタ計する

という「事๓的コーディネーࣙࢩン」自య、「インテグラル化」の「事ᚋ的コーディネーࣙࢩン」と同

じようにᚲずしも明らかにされていない。〇ရアーキテクチャ論においては、業が〇ရアーキテクチ

ャをኚ化させていく動態的プロセスについては十分に明らかにされているとはゝえず、ᴋᮌ・チࣈࢬ࢙

ロウ㸦2001）2のように〇ရアーキテクチャを⤌⧊が㐺ᛂすき与件としてᢅっているのがᐇ㝿のとこ

ろである㸦⚟⃝, 2008）3。また、19ୡ⣖ᮎのᆶ┤⤫合ᆺ業のຨ⯆から20ୡ⣖ᮎに始まる⬺ᆶ┤⤫合

りの理論化につとめてきた㐍化ࢃイスᶆ‽の関࢙ࣇンとインターࣙࢩー࣋のṔྐ的文⬦の中でイノ

ケイパࣅリティ論についても、ᶆ‽インター࢙ࣇイスのタ定プロセスがᡤ与のもの、あるいはṔྐ的な

時間⤒過の中で外因的㸦exogenous）に発現してきたものとしてᢅࢃれてしまっている㸦徳田, 2011）4。 
ᶆ‽インター࢙ࣇイスのタ定は〇ရࢩステ࣒をࣔジࣗラー化しようとする意ᅗ的・意識的かつṔྐ

的・知的なプロセスである。〇ရアーキテクチャのኚ化には⏘業構造のኚ化をはじめ多くの要因が関ಀ

しているが、そのኚ化を㥑動してきたのは特定の時Ⅼにおける特定の業の意ᛮỴ定であり、その集合

的結果として〇ရアーキテクチャがኚ化してきた㸦䬟原, 2005）5。〇ရアーキテクチャは外部環境のኚ

化によってࢲイ࣑ࢼックなኚ化を見せることがᖖであり、㏫に業自㌟がアーキテクチャをᡓ␎的につ

定するవᆅを持つ㸦㟷ᓥ・Ṋ石, 2001）。 
インター࢙ࣇイスのᶆ‽化をともなう〇ရアーキテクチャのࣔジࣗラー化によって様々な࣓リット 

̿つᶍの⤒῭性や範ᅖの⤒῭性のᐇ現、࣐ス・カスタ࣐イࢮーࣙࢩン等̿ がもたらされるのは、その

ような࣓リットをもたらし得る調ᩚ能ຊが与されたインター࢙ࣇイスが生ᡂされた場合に㝈定され

るし㸦ᶆ‽化された仕様通りに〇ရをసっても、それらを⤌ࡳ合ࢃせた時のインター࣌࢜ラࣅリティが

保ドされない事はいくらでもᏑᅾする。本報告では、同じ仕様書に基づき㛤発・〇造された ECU と

ࡤれるデバイスを OEM が」ᩘ社調㐩した㝿に生じるインター࣌࢜ラࣅリティၥ題に╔目する㸸ᅗ参

↷）、 

 
 

                                                   
1 㭯ගኴ郎㸦2002）「「ࣔジࣗール化」の⤒῭学」『RIETI Discussion Paper Series』02-J-009: 1-34 
2 ᴋᮌ建・࣊ンリーW.チ࢙スࣈロウ (2001) 㺀〇ရアーキテクチャのࢲイ࣑ࢼック㺃ࣇࢩト㺁 ⸨本㝯宏・ Ṋ
石ᙲ・㟷ᓥ▮一⦅ⴭ 『ࣅジネス・アーキテクチャ』 ᭷ᩫ㛶, 263-285. 
3 ⚟⃝ගၨ㸦2008）「〇ရアーキテクチャの㑅ᢥプロセス」『⤌⧊科学』41(3)㸸55-67 
4 徳田雄㸦2011）「重ᒙ的な࢜ープン・イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒㸸」㞧な〇ရࢩステ࣒の㛤発とᶆ‽化」

徳田雄・❧本༤文・ᑠ川⣫一㸦2011）『࢜ープン・イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒』ὒ書ᡣ. pp. 25-51. 
5 䬟原Ύ๎㸦2005）『イノ࣋ーࣙࢩンの┈化㸸ᢏ⾡⤒Ⴀの課題と分析』᭷ᩫ㛶 
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得られる࣓リットもインター࢙ࣇイスによって相対的だろう。ᶆ‽インター࢙ࣇイスは、「同㉁での

っらࡰう」な代≀ではない。それは、それを生ᡂする主యの࢞バࢼンス࣓カ࣒ࢬࢽや調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽ

に影響を受けた様々な「異㉁な⾲情をもった」もののはずである。 
ᶆ‽インター࢙ࣇイスにᇙめ㎸まれる調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽはいかなる性᱁なのか㸽 ࣓カ࣒ࢬࢽをᇙめ

㎸ࡴために㐺合的な⤌⧊・⤌⧊間アーキテクチャはいかなるᙧ態なのか㸽 そして、なࡐそのような調

ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽや⤌⧊間アーキテクチャでなけれࡤならないのか㸽 これらを理論的に明らかにしてい

くస業が、ᡃ々の๓に手かずのままṧっている。本報告は、᪤Ꮡ理論が✚ࡳṧしているこれらの大き

な課題にᛂえるための、ᑠさな➨一Ṍとなる事研究である。 
 
 
࠙結論と௬ㄝࠚ 

自動㌴࣓ーカ間のỈᖹ的調ᩚによるࣘースケースの⤠り㎸ࡳによって、日本のコンࢯーࢩア࣒ではテ

ストカバレッジを高めるための活動に資源をり向けることにした。その結果、Ḣᕞのコンࢯーࢩア࣒

よりも「狭くて῝い」特ᚩをもつ CTSpec㸦㐺合性ヨ験仕様）が策定された。ᶆ‽インター࢙ࣇイスの

確ᐇ性とỗ用性のトレードࣇ࢜において、日本のコンࢯーࢩア࣒では、相㐠用性の㠃で確ᐇ性を重ど

する㛤発ᛮをもって CTSpec が策定された。 
 

Ḣᕞ発と日本発の㐺合性ヨ験仕様の関ಀ 

 
 

� ௬ㄝ 1㸸Ḣᕞのコンࢯーࢩア࣒㸦FRC）が「ὸくてᗈい」CTSpec を策定したのは、多くのࣘー

ザーに安価な㐺合性評価費用で࣐イコンを౪給したい༙ᑟయ࣋ンࢲのインセンティࣈが、コンࢯ

ーࢩア࣒の意ᛮỴ定にᙉく働いたからである。 
� ௬ㄝ 2㸸Ḣᕞのコンࢯーࢩア࣒㸦FRC）が「ὸくてᗈい」CTSpec を策定したのは、相㐠用

性に関ࢃる「ရ㉁」プレ࣑ア࣒を⋓得したい自動㌴࣓ーカのインセンティࣈが、コンࢯーࢩア࣒

の意ᛮỴ定に働いたからである。 
� ௬ㄝ 3㸸日本のコンࢯーࢩア࣒㸦JasPar）が「῝くて狭い」CTSpec を策定したのは、ࢧプ

ライࣖの評価能ຊの足を⿵いたい自動㌴࣓ーカのインセンティࣈが、コンࢯーࢩア࣒の意ᛮỴ

定に働いたからである。 
 

㸦௨上） 




